
２０１９年  ８月  ２５日  

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②松岡 清枝姉  ③石井師 

賛  美  聖歌４５３番 & ～主の臨在の御前で～ 

ヤベツの祈り 

聖  書  ➀コリント人への第一の手紙１章２６～３１節 

      ➁エペソ人への手紙５章８～１４節 

特別賛美  聖歌隊有志 聖歌593番｢ああめぐみ！｣ 

メッセージ  ①「神は真実なかたである」大川従道牧師                                                                                                                                             

      ➁「私たちは光の子ども」石井 潤牧師 

献  金  聖歌５７７番 ～慕い求めます/感謝の心～ 

祝  祷             〔献金当番：青木姉・渡辺姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～平和はじめて知った～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、西田先生のご指導による聖歌隊の練習が行われます。 

２．明日午前１１時半～、長野市の寺澤千鶴子姉宅にて家庭集会が行われます。 

３．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10 時半、 

②夜７時半。ビル･ジョンソン師(大和祈祷会映像)。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

４．来週の日曜礼拝では誕生祝福式。午後は聖書の学び会が行われます。 
 

 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔８/２５～９/１〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
詩篇１２４ 
－１２７篇 

１２８－ 
１３１篇 

１３２－ 
１３５篇 

１３６－ 
１３８篇 

１３９－ 
１４１篇 

１４２－ 
１４４篇 

１４５－ 
１４７篇 

１４８－ 
１５０篇 

新約 
１コリント７ 
：１－２４ 

７：２５ 
－４０ 

８章 ９章 
１０：１ 
－１３ 

１０：１４ 
－３３ 

１１：１ 
－１５ 

１１：１６ 
－３４ 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

９/8(日):聖餐式/執事会 15(日):聖歌隊 16(月):千曲市バイブルスタディ(14 時) 

19(木):大手家庭集会 22(日):敬老祝福礼拝＆祝賀会 26(木):WOGA 



 

 
｢だれも、これらの罪を罪でないかのように教える、むなしい言葉にだまされてはいけない。こういう

ことのために、神の裁きが不従順な者たちの上に下って来る。｣「あなたがたは、以前は暗闇の生活を

していたが、今は主を信じて光の生活に変えられた。だから、光の子供らしい生活をしなさい。――

光の結ぶ実は、あらゆる善意と正義と真実である。―-また、主に喜ばれることが何であるかを、わき

まえ知りなさい。つまらない陰に隠れた悪事の仲間入りをしないで、むしろ、それを神の御前に持ち

出しなさい。」「光であられる神の御前に持ち出されれば、陰に隠れた悪事は消え、光となる。」 

エペソ人への手紙５章６,８-11,14a節〔現代訳〕 
 

阿部知事の護国神社会長職について憲法学者たちによって問いただされている。政

教分離の問題です。知事は「私人としてやったことです」と言い訳をされたが、現役の知

事がその立場を持ったままでは問題はあるだろう。少々いい加減なところが露呈されてし

まいました。今までは当たり前のようにして黙認されてきたことが問題視された出来事で

したが、最近は、そのように以前は黙認されてくることができたが、ここに来て顕在化され、

問いただされる出来事が多くなってきていると感じています。 

さて、私たちクリスチャンの立場は、暗闇から光へ、イエス様によって罪赦されて、隠れ

ている必要がなくなり、“さあ、出てきなさい！”と言われるかのようにして、光の世界へと

導かれました。私たちはもう光の無い世界へは逆戻りすることはあり得ない状況に変えら

れました。しかし、真実を言えば、世界中のすべての人は、神の目から見るならば、決し

て逃れられる人は一人もいないわけですので、暗闇で隠れてやれたと思っていても、それ

は、神の目から見ればすべてが明らかであるわけです。だから、きちんと覚悟を持って、

神の御前で生きることを決心した方が、断然、生きやすい状況になるわけです。 

エペソの町にはアルテミス神殿があり、アルテミスはゼウスの娘で、豊穣の神として祭ら

れていました。また、祭りの中では、神殿売春が堂々となされていました。そこに世界中

から大勢の人々が参拝しにやってきて、大きな経済的繁栄をもたらしていました。そんな

社会の中にあって、キリスト者が全能の神、創造主なる神に従う、清められた存在とし

て生きていくためには考えられないような戦いがありました。しかし、そのような社会だから

こそ、キリスト者の生き方は、はっきりとその違いが表されていたことも事実だったと思いま

す。「眠っている者よ、起きなさい！死人の中から、立ち上がりなさい！」とパウロが引用

した箇所は不明だが、以前は死んでいたような存在だったが、今は、キリストにあって、

光とされている私たちの人生をしっかりと思う存分いきいきと光の子らしく歩みなさい！と

主ご自身も励ましておられると感じています。 

「私たちは光の子ども」 
～主の光がすべてを明らかにする～ 


